
  

生徒の知りたいを喚起し、生徒自らが 

自分事として考えようとする授業の探求 

～竜南タイムを活かした対話を生む授業づくりを通して～ 

竜南中学校だより 

令和 8年５月２０日 

文責 坂田 

①   9:35～茶道を通した日本文化体験（茶道部） 

② １０：３０～剣道を通した日本文化体験（剣道部） 

③ 11:25～ソーラン節を中心とした交流（２年部） 

④ 12:10～学校給食を通した交流（２年代表生徒） 

⑤ １３：００～友好姉妹校調印式（生徒会執行部） 

 

 

雲一つない快晴の中、見る人すべてを笑顔にしてくれた体育大会が終

わりました。あっという間の３時間でした。体育大会を終えて気づいたの

は、体育大会のサブスローガン～みんなで繋げ、笑顔の軌跡～のみんな

でとは、生徒ばかりでなく、職員、保護者、地域、つまり、体育大会に関わ

ったすべての人を意味するのだということでした。素晴らしいですね。 

左下の写真は、閉会式で全校生徒が肩を組んで、飛び跳ねながら、校

歌を歌っている様子です。この肩を組みながらの校歌は、打ち合わせには

なかったのですが、３年生が自然と肩を始め、全体へと広がっていったも

のです。開会式の選手宣誓（左の写真）では、最後の一秒まで勝利を目

指して闘い続けると誓ってくれた子どもたち。その子どもたちが、闘いを終

えると、まるでラグビーのノーサイドのように、敵も味方も関係なく、互いの

健闘を讃え合い、自然と友情の輪ができる、そんな素敵な雰囲気が広がっ

ていました。３年生のリーダーシップに感謝。大成功の体育大会でした。 

さあ、次に目指すは１か月後に迫った中体連大会での完全燃焼です。

負ければ終わりの大会。まだまだ時間はあります。自分を信じ、仲間を信

じ、最後の最後まで自分にできる最善の準備とは何なのかを問い続け、笑

顔の軌跡と同時に、逆転の奇跡を起こしてくれることを願っています。 

 

 

 

た。これからが楽しみです。！授業参観や行事をチェックしていただ

き、できる限り、子どもたちの活発な活動の様子や本校職員の頑張り

を見ていただき、感想や意見等をいただければ有難く思います。 

礎（いしづえ）かたく

国際交流の一環として

熊本市が進めている台湾の学校との交流の一環として、５

月２７日（水）に台湾林園中の生徒 11 名＋職員２名＋通

訳１名が本校を訪問し、以下のような交流を行います。 

 

閉会式 校歌斉唱の様子 

開会式 団長による選手宣誓 

本校では、昨年度より、英語の時間にオンラインで生徒

同士の交流をしたり、台湾の校長先生方の訪問を受け入

れたりしてきました。今回は、初めて生徒を受け入れ、対面

での交流を行います。この取り組みを実施するのは、熊本

市内で４つの中学校と２つの高校です。 

今回の国際交流を通して、子どもたちが、外国のことに

興味を持ったり、日本ことを詳しく調べようとしたりするきっ

かけになってくれることを期待しております。 

また、相手校にお土産として渡すキーホルダーを、生徒

会執行部と美術部とのコラボにて製作中です。 

当日の様子につきましては、後日、お知らせします。 

子どもたちが今年の目標を設定するのと同じように、我々

教師も、全職員で本校の子どもたちの実態を分析した上

で、校内全体のテーマを決め、個人目標を設定します。   

本日（５月２０日）の校内研修の結果、今年度の校内研

究のテーマが次のように決まりました。 

これは、本校の強みである「支えてもらう温かい雰囲気

があること」のベースを作っている竜南タイムでの対話の

仕方を各教科の話し合いでも充実させることで、更に協

働的な学びを伸ばしていきたいということと、課題である

「自分で考え、自分から課題に取り組むことの少なさ」に

対して、他人事ではなく自分事として考える場面を設定す

ることで、無責任に意見を述べるのではなく、自分なりの

根拠を持って、責任ある主張をすることの必要性を実感さ

せたいという職員の願いや思いが込められています。 

「正解」ではなく「最適解」を見つけることが求められ

る時代。先生方も授業づくりの最適解を模索しています。 


